
くみたてえき

旅客 ・ 貨物運輸を目的とする。明治 42 ・ 3 ・ 3 北熊本 ・ 限府間お

よび北熊本・藤崎宮前間免許，同 44 ・ 1 0 ・ 1 営業開始，昭和 17 ・

11 ・ 25 上熊本 ・北熊本間免許，同 25 ・ 10 ・ 1 閥業。昭和 29.6 上熊

本 ・ 藤崎富市]間軌道を廃止。

4 軌道線(未成線)

隈府町 ・山鹿間 13.5km，動力電気，軌間1.067m，大正 8 ・ 12 ・

13 特許， 向 11 . 4 ・ 17 着工，現在工事を一時中止している。(原

功)

くみたてえき 組立駅 列車の組成，貨1li連結順序の整正お

よび所属中間駅発着貨車の輸送手配をする駅(貨物輸送手続第

104 条)。

組立駅は貨物輸送上重要な地位にあるものであり，これが指

定は全国的な貨車輸送に重大な関係のあるものは国鉄本社にお

いて定めこれを主要組立駅と称し，地方的性格のものは鉄道管

理局で指定することとしている。本社指定の組立駅は岩見沢 ・

策室蘭・函館 ・ 五稜郭 ・ 秋田 ・ 青森操車場 ・盛岡・ 長l町・君11山・

長岡操車場 ・ 新津 ・ 直江津 ・ 高崎操車場 ・ 宇都宮 ・水戸 ・ 新小

岩 ・新鶴見 ・ 回端 ・ 大宮 ・ 沼津 ・ 浜松・稲沢 ・ 米原 ・ 金沢 ・ 富

山・南福井 ・悔小路・吹悶操車場 ・ !4:i路 ・ 竜~操車場 ・ 岡山操

車場・広島 ・幡生・門司・鳥栖 ・ 直方の 36 駅で， 全国の貨車輸

送上きわめて重要な地位を占めるものであり ， 相互のiili絡協調

を図り，相互の作業を研究するとともに，本社においても絶え

ずその機能の動向に留意しており ， 全体的な貨車輸送に渋滞が

生じないようにしている。

組立駅は前記のとおり列車の組成，貨車連結順序の盤正お よ

び所属中間駅発着貨車の輸送手配を担当するほか輸送力の調節，

輸送成般の調査等をその使命としている。したがってこれらの

使命遂行のためには，各組立駅のそれぞれの作業企に応 じて相

当数の仕訳線その他の操1li設備をもち，またこれを巡用するた

めには，多数の構内従事員が配置されている。また組立駅はそ

の使命上，各線区ごとに貨車流動状態およびその線区の特異性

等を勘案して，相当の間隔をおいて指定している。とくに急送

品列車 ・ 輸送力列車の巡転回数の多い線区においては， 輸送さ

れる貨車数が多数である一方，行先も多方聞に分れているので，

貨車の集中する大都市またはその付近の適当な地点には，特殊

の組立駅すなわち操車場を設け，複雑な貨車中継作業を迅速に

処理するとともに，正確な組成作業を行い，貨車輸送の円滑に

努めているのである。

組立駅の使命中もっとも重要な列車組成とは，方面別または

駅別に仕訳した貨車を，別に定められている貨車集結方に よっ

て，貨物列車を組立てるとともに列車が安全に運転できる よう

に編成することである。また連結)1原序の整正とは，中関駅で貨

車を連結解放することにより ，組立駅に列車到着の際の姿は駅

順配列が乱れているのが普通で‘あるが，この乱れた列車の連結
順序を列車組成ならびに貨車集結方の指定にしたがって整正し，

前途の中関駅における貨車解結作業の簡易敏速を図ることをい

うのである。

なお組立駅はつまの組立駅における列車計画の重要資料とす

るために，列車出発のつどつぎの組立駅に，っき「の組立駅が解

結禁止または通過扱であるときはそのつぎの組立駅に対して，

その列車の組成内容を速報しなければならないこととなってい

る。ー」貨車連結)1原序表。(菅野太次 ・ 平林伝蔵)

グラウチング (英) grouting 岩盤中の亀裂(きれつ)または地

盤や構造物の空隙(くうげき)を閉そく， tn充(てんじゅう)また

は固結させる目的のために，ある濃度を有する液状の材料，た

とえばセメント乳のようなものを圧力を加えてつめ込むこと 。
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1.カニフミキサーによる圧入

なお注入型式によるコンクリ ート工事としてのプレパ P トコ

ンクリート工法は， 注入添加剤lの発見により，富配合のモルタ

ノレの注入が容易となり， と くに水中コンク リート工事としては

優秀である。 (~IJ所多喜次)

くらしきしえいでつどう 倉敷市営鉄道

l 事業者の概要




